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２００５年１１月の地震活動の評価 
 
 
 
１．主な地震活動 

   11 月 15 日に三陸沖でマグニチュード(M)7.1 の地震が発生し、岩手県大船渡市で 42cm

など、東北地方の太平洋沿岸で津波を観測した。 

 

２．各地方別の地震活動 
（１）北海道地方 

目立った活動はなかった。 

 

（２）東北地方 
○  11 月１日に岩手県沿岸北部の深さ約 70km で M4.1 の地震が発生した。11 月 13 日に

は、この南東側の深さ約 55km で M4.3 の地震が発生した。 

○  11 月 1 日に岩手県内陸南部（岩手・宮城・秋田県境付近）の深さ約 10km で M4.6 の

地震が発生した。余震活動は、２日間程度でほぼ収まった。 

○  11 月 15 日に三陸沖で M7.1 の地震が発生し、岩手県大船渡市で 42cm など、東北地方

の太平洋沿岸で津波を観測した。発震機構はほぼ東西方向に張力軸を持つ正断層型で、

太平洋プレート内部の浅いところで発生したと考えられる。地震活動は本震－余震型

で、本震発生後数日間の余震活動は活発であったが、その後は次第に低下してきてい

る。これらの余震は、三陸沖の日本海溝の東側に分布しており、これまでの最大の余

震は、11 月 25 日の M4.8 の地震である。GPS 観測結果には、この地震の前後で、特段

の変化は認められない。今回の地震活動の北側では、1933 年に三陸地震（M8.1）が発

生しているが、1923 年８月以降では、それ以外に三陸沖の日本海溝の東側で M７以上

の地震は発生していない。 

 
（３）関東・中部地方 

○  東海地方の GPS 観測結果に 2001 年から認められた長期的な変化には、最近やや緩和

する傾向が認められる。 

 

（４）近畿・中国・四国地方 
○  11 月 23 日に和歌山県北部の深さ約 30km で M4.0 の地震が発生した。 

 

（５）九州・沖縄地方 

○  11 月 22 日に種子島近海（薩摩半島南方沖）の深さ約 150km で M6.0 の地震が発生し

た。発震機構はプレートの沈み込む方向に張力軸を持つ型で、フィリピン海プレート

内部の地震である。この付近では、深さ 150km 前後を中心にフィリピン海プレートの

沈み込みに関係した定常的な地震活動がみられ、1978 年 5 月 23 日にも M6.4 の地震が

発生している。 

 

平 成 17 年 12 月 14 日 

地震調査研究推進本部 
地 震 調 査 委 員 会 
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補足 

○  12 月２日に宮城県沖の深さ約 40km で M6.6 の地震が発生した。発震機構は西北西－

東南東方向に圧力軸を持つ逆断層型で、太平洋プレートと陸のプレートの境界で発生

した地震である。この地震は、８月 16 日の宮城県沖の地震（M7.2）の南東約 10km で

発生しており、これまでの最大の余震と考えられる。宮城県沖の地震の余震発生数は、

M6.6 の地震後、一時的に増加したが、余震活動状況に顕著な変化はみられない。 

なお、12 月５日には、この地震の南東約 30km 付近で M5.5 の地震が発生した。この

付近では、2003 年 10 月 31 日に M6.8 の地震が発生している。 

○  12 月２日に茨城県南部の深さ約 50km で M4.2 の地震が発生した。 

○  12 月４日に奄美大島近海で M6.1 の地震が発生した。発震機構は北西－南東方向に圧

力軸を持つ逆断層型である。本震発生当日の余震活動は活発であったが、５日以降は

収まりつつある。これまでの最大の余震は、12 月４日に本震付近で発生した M5.3 の地

震である。 

○  12 月 13 日に北海道西方沖で M5.5 の地震が発生した。発震機構は東西方向に圧力軸

を持つ逆断層型である。今回の地震は平成５年(1993 年)北海道南西沖地震（M7.8）の

余震域の北端付近で発生した。 
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２００５年１１月の地震活動の評価についての補足説明 

平成 17年 12 月 14 日 

地震調査委員会 

１ 主な地震活動について 
    2005年11月の日本およびその周辺域におけるマグニチュード（M）別の地震の発生状況は以下の

とおり。 

    M4.0以上およびM5.0以上の地震の発生は、それぞれ108回（10月は85回）および11回(10月は13回)

であった。また、M6.0以上の地震は３回で、2005年は11月までに20回発生している。なお、上記の

月回数のうち、11月15日の三陸沖の地震（M7.1）とその余震活動によるものは、M4.0以上、M5.0以

上、M6.0以上のそれぞれについて、28回、１回、１回であった。 

（参考）1971-2000年の30年間の標準的な回数： 

M4.0以上の月回数46回、M5.0以上の月回数8回、M6.0以上の月回数1.3回、年回数約16回 

 

2004 年 11 月以降 2005 年 10 月末までの間、主な地震活動として評価文に取り上げたものは次の

ものがあった。 
－ 釧路沖     2004 年 11 月 29 日 M7.1（深さ約 50km） 

－ 留萌支庁南部 2004 年 12 月 14 日 M6.1（深さ約 10km） 

－ 房総半島南東沖（プレートの三重会合点付近） 

 2005 年１月 19日 M6.8 

－ 茨城県南部    2005 年２月 16日 M5.4（深さ約 45km） 

－ 福岡県西方沖   2005 年３月 20日 M7.0（深さ約 10km） 

－ 千葉県北東部   2005 年４月 11日 M6.1（深さ約 50km） 

－ 熊本県天草芦北地方 

   2005 年６月 ３日 M4.8（深さ約 10km） 

－ 新潟県中越地方  2005 年６月 20日 M5.0（深さ約 15km） 

－ 千葉県北西部  2005 年７月 23日 M6.0（深さ約 75km） 

－ 宮城県沖  2005 年８月 16日 M7.2（深さ約 40km） 

－ 新潟県中越地方  2005 年８月 21日 M5.0（深さ約 15km） 

－ 茨城県沖  2005 年 10 月 19 日 M6.3（深さ約 50km） 

 

２ 各地方別の地震活動 
（１）北海道地方 

北海道地方では特に補足する事項はない。 

 

（２）東北地方 

東北地方では特に補足する事項はない。 

 

（３）関東・中部地方 
「東海地方の GPS 観測結果に 2001 年から認められた長期的な変化には、最近やや緩和する傾向

が認められる。」： 

GPS 観測結果によれば、東海地方から中部地方にかけての太平洋側は、フィリピン海プレート

の北西方向への沈み込みなどにより、西北西にほぼ一定速度で移動していたが、2001 年４月頃

から、静岡県西部を中心とする地域の移動について、変化している傾向が見られる。最近は、こ

の長期的な変化に、やや緩和する傾向が認められる。 

（なお、これは、11月 28 日に開催された地震防災対策強化地域判定会委員打合せ会における見

解（参考参照）と同様である。） 

 

(参考)最近の東海地域とその周辺の地震･地殻活動(平成 17年 11 月 28 日気象庁地震火山部) 
「 現在のところ、東海地震に直ちに結びつくような変化は観測されていません。 

 全般的には顕著な地震活動はありません。浜名湖直下で通常より活動レベル

の低い状態が続いていますが、その他の地域では概ね平常レベルです。 

 東海地域及びその周辺における、プレート境界のゆっくり滑りに起因すると

思われる長期的な地殻変動は、最近やや緩和する傾向が認められます。 」 
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   関東・中部地方では、他に次の活動があった。 
    －10 月 19 日の茨城県沖の地震（M6.3）発生後、付近では地震回数の増加がみられたが、その後

は以前の活動レベルに戻りつつある。GPS観測結果によると、茨城県の太平洋沿岸の観測点で、

この地震に伴うごくわずかな地殻変動が観測された。 

－11 月 4 日に新潟県沖の深さ約 25km で M4.8 の地震が発生した。余震活動は、11 月中旬でほぼ

収まった。 

 
（４）近畿・中国・四国地方 
    －11 月１日に紀伊水道の深さ約 45km で M4.3 の地震が発生した。 

 

（５）九州・沖縄地方 
九州・沖縄地方では特に補足する事項はない。 

 

 

 参考１「地震活動の評価」において掲載する地震活動の目安   
      M6.0 以上のもの。または、M4.0 以上（海域では M5.0 以上）の地震で、かつ、最大震度

が３以上のもの。 
 

 参考２ 「地震活動の評価についての補足説明」の記述の目安  
    １ 「地震活動の評価」に記述された地震活動に係わる参考事項。  
    ２ 「主な地震活動」として記述された地震活動（一年程度以内）に関連する活動。  
    ３ 評価作業をしたものの、活動が顕著でなく、かつ、通常の活動の範囲内であることか  
      ら、「地震活動の評価」に記述しなかった活動の状況。   
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気象庁・文部科学省 

北海道地方 

［上述の地震はＭ6.0 以上、陸域でＭ4.0 以上かつ最大震度３以上、海域でＭ5.0 以上かつ最大震度３以上のいずれかに該当する地震。］ 

特に目立った活動はなかった。 

 

 

（上記期間外） 

  12 月 13 日に北海道西方沖で M5.5（最大震度３）の地震があった。 

 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

12 月 13 日 北海道西方沖の地震 

震央分布図 
（1997 年 10 月１日以降、深さ 60km 以浅、M≧2.0） 

2005 年 12 月 13 日 06 時 01 分に北海道西方

沖で M5.5（最大震度３）の地震が発生した。

今回の地震は、「平成５年（1993 年）北海道南

西沖地震」の余震域の北端付近で発生した。こ

の地震の発震機構（CMT 解）は、東西方向に圧

力軸を持つ逆断層型である。余震活動は徐々に

収まってきている（   ） 

気象庁作成 

今回の地震 

震央分布図 
（1923 年８月１日以降、深さ 60km 以浅、M≧5.0） 

今回の地震 

1923 年８月以降、今回の地震の周辺では、

北側で 1940 年の神威岬沖（積丹半島沖）の地

震（M7.5）が、南側で「平成５年（1993 年）

北海道南西沖地震」の本震（M7.8）が発生し

ている。 

なお、今回の地震の震央付近（領域ｃ）で

は、「平成５年（1993 年）北海道南西沖地震」

の余震の活動が活発だった 1993 年の後には、

M5.0 を超える地震は発生していなかった。

（   ） 

平成５年（1993 年）

北海道南西沖地震 

領域ｃ内のＭ－Ｔ図 

Ｂ 

Ｂ 

Ａ 

Ａ 

領域ｂ 

神威岬沖（積丹半島沖）

の地震 

地震調査委員会による日本海東縁部の長期評価の対
象領域（概略）をあわせて表示した 

北海道西方沖 

北海道南西沖 

領域ｃ 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図と回数積算図 
（1993 年７月 12 日以降、Ｍ≧3.5） 

今回の地震の余震活動状況 
（領域ａ内のＭ－Ｔ図、Ｍすべて） 

領域ａ 

13 日 14 日 



気象庁・文部科学省 

東北地方 

［上述の地震はＭ6.0 以上、陸域でＭ4.0 以上かつ最大震度３以上、海域でＭ5.0 以上かつ最大震度３以上のいずれかに該当する地震。］ 

ａ）11 月１日に岩手県内陸南部で M4.6（最大震度３）の地震があった。 

ｂ）11 月１日に岩手県沿岸北部で M4.1（最大震度３）の地震があった。 

 ｃ）11 月 13 日に岩手県沿岸北部で M4.3（最大震度３）の地震があった。 

ｄ）11 月 15 日に三陸沖で M7.1（最大震度３）の地震があった。 

 

（上記期間外） 

  12 月２日に宮城県沖で M6.6（最大震度３）の地震があった。 

  12 月５日に宮城県沖で M5.5（最大震度３）の地震があった。 

ｃ 

ａ 

ｂ 

ｄ 



気象庁作成 

 

今回の地震 

11 月１日 岩手県内陸南部の地震 

震央分布図（1997 年 10 月以降、M≧1.0） 

2005年 11月１日11時１分に岩手県

内陸南部の深さ９km で M4.6（最大震度

３）の地震が発生した。余震活動は２

日間程度で収まっている。 

今回の地震の震源付近では 2002 年

６月３日に M3.3（最大震度１）、2004

年 10 月 30 日に M3.2（最大震度１）の

地震が発生している。（  ） 

Ａ

震央分布図（1923 年８月以降、M≧3.0） Ｂ

1923 年８月以降の活動を見ると、周辺

では、栗駒山の南西側で 1996 年に M6.1

の地震を最大とする活動や、栗駒山の北東

側で1986年にM5.0の地震が観測されるな

ど、活動の活発な領域が認められるが、今

回の地震の震源付近ではあまり目立った

活動は観測されてない。（  ） Ｂ

Ａ

岩手県 

秋田県 

宮城県 

山形県 
栗駒山 

鳴子 

今回の地震 

矩形内のＭ－Ｔ、回数積算図 
（2005 年 11 月１～５日、Ｍすべて） 

矩形内のＭ－Ｔ、回数積算図 
（1997 年 10 月以降、M≧1.0） 今回の地震の

発震機構 
（Ｐ波初動解） 

鳴子 

栗駒山 



気象庁作成 

今回の地震 

今回の地震 

領域ａ 

領域ｂ 

領域ｃ 

☆
★ 

☆
氏 

今回の地震 

今回の地震 

 11 月１日、13 日 岩手県沿岸北部の地震 

震央分布図（1997 年 10 月以降、M≧2.5） 

領域ｂ内のＭ－Ｔ、回数積算図 

2005 年 11 月１日 06 時 51 分に岩

手県沿岸北部の深さ 70kmで M4.1（最

大震度３）の地震が発生した。 

また、2005 年 11 月 13 日 09 時 25

分に同じく岩手県沿岸北部の深さ

56km で M4.3（最大震度３）の地震が

発生した。 

どちらの地震も、発震機構は、プ

レートの沈み込みの方向に圧力軸を

持つ型であり、太平洋プレート内部

で発生したものと考えられる。

（  ） 

領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） 

Ａ

震央分布図（1923 年８月以降、M≧4.0） 
☆は今回の地震の震央 

Ｂ 1923 年８月以降の活動を見ると、今

回の地震の震源近傍（領域ｃ）では、

1987 年１月９日に M6.6（最大震度５）

の地震が発生している。 

また、北東側の沖合いでは、1995 年

１月７日に M7.2（最大震度５）の地震

が発生している。（  ） Ｂ

Ａ

領域ｃ内のＭ－Ｔ、回数積算図 



気象庁作成 

今回の地震 

三陸はるか沖地震 

今回の地震 

三陸地震 

領域ａ 

 11 月 15 日 三陸沖の地震 

震央分布図（1997 年 10 月以降、M≧3.0） 
2005 年 1 月以降の地震を濃い○で表示 

矩形内の地震活動経過図、回数積算図 

2005 年 11 月 15 日 06 時 38 分に三陸沖

で M7.1（最大震度３）の地震が発生した。

深さは浅いと推定される＊。発震機構は、

東西方向に張力軸を持つ正断層型であっ

た。余震活動は順調に減衰している。 

1997 年 10 月以降の活動を見ると、この

付近では、南側で2005年 11月２日にM5.2

（最大震度１）の地震が発生しているが、

その他は目立った活動はない。矩形内で

は、最大のもので2004年11月26日のM4.7

の地震である。（  ） 

矩形内の地震活動経過図、回数積算図 
（11 月 15 日以降） 

Ａ

震央分布図（1923 年８月以降、M≧5.5） Ｂ
1923 年８月以降の活動を見ると、今

回の地震の震源の北、約 120km 付近で、

1933 年３月３日に M8.1 の地震（三陸地

震）が発生している。しかし、海溝軸

の東側（領域ａ）では、他に目立った

地震は観測されていない。（  ） 

今回の地震の 
発震機構 

（ＣＭＴ解） 

Ｂ

Ａ

領域ａ内の地震活動経過図、回数積算図 

＊）計算結果では 83km になるが、震源が沖合いのた
め震源決定精度が確保できない。震央の位置や津波が
観測されたこと等から、深さは浅いものと推定される。 

は三陸地震の震源域（地震調査委員会による） 



 

気象庁作成 

検潮所の位置（左図）と検潮所で観測した津波の波形（右図） 

左図：○印、★印はそれぞれ検潮所、本震の位置を示す。 

         右図：点線、矢印、★印は、それぞれ本震の発生時刻、第一波の到達時刻、最大の高さの発現時刻を示す。 

釜石観測点は海上保安庁所属であり、宮古観測点は音波式水位計である。 

到達時刻 走時（分） 高さ(cm) 発現時刻 高さ(cm)

青森県 八戸 - - - 7時57分 13

岩手県 宮古 - - - 7時30分 9

岩手県 釜石 - - - 7時39分 4

岩手県 大船渡 7時24分 45 -4 7時35分 42

宮城県 石巻市鮎川 7時30分 51 -7 7時35分 16

都道府県名 観測点名称
第一波 最大の高さ

 

 

 

 11 月 15 日の三陸沖の地震(M7.1)により、東北地方の太平洋沿岸で津波を観測した。検潮所で観測さ

れた津波の波形と観測値は以下のとおりである。最も高い津波が観測されたのは、岩手県大船渡の 42cm

であった。 

 

 

 今回の地震によって、検潮所で観測した津波の観測値を示している。走時は、地震発生時刻

から第一波到達時刻までの時間を示す。第一波の高さにおいて、負の値は初動が引きであった

ことを示す。表中の値は暫定値であり、後日変更される場合がある。 

検潮所で観測した津波の観測値 

 

11 月 15 日 三陸沖の地震（津波） 

11 月 15 日 



気象庁作成 

領域ａ 

今回の地震 

Ｐ波初動解 

Ｐ波初動解 

ＣＭＴ解 

ＣＭＴ解 

今回の地震 

 

今回の地震 

今回の地震 
領域ｂ 

 

 12 月２日 22 時 13 分に宮城県沖の深さ 40km

で M6.6（最大震度３）の地震が発生した。震央

は８月 16日に発生した宮城県沖の地震（M7.2）

の南東約 10km に位置する。 

発震機構は、西北西－東南東方向に圧力軸を

持つ逆断層側で、太平洋プレートと陸のプレー

トの境界で発生した地震であると考えられる。 

12 月２日、５日 宮城県沖の地震 

震央分布図（2005 年８月 16 日以降、M≧2.0） 
2005 年 12 月２日 22 時以前を淡い△で表示 

領域ａ内の地震活動経過図、回数積算図 

領域ａ内の 

時空間分布図

（東西投影） 

領域ａ内の時空間分布図（南北投影） 

震央分布図中   は、地震 
調査委員会による想定震源域 

震央分布図（2003 年 10 月 31 日以降、M≧3.0） 

領域ｂ内の地震活動経過図、回数積算図 

また、12 月５日 07時 20 分に宮城県沖

の深さ 25km で M5.5（最大震度３）の地

震が発生した。 
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2005/12/02 22:13  宮城県沖(M6.6)のすべり量分布

破壊開始点 38.073N  142.353E  29.0km

Mo= 5.81E+18Nm  Mw= 6.4    Var.= 0.3642

最大すべり量 0.3m (剛性率 50.0GPa )

震源時間関数 使用観測点

コンターの間隔は0.2ｍ

2005/08/16 11:46 宮城県沖(M7.2)
のすべり量分布 

気象庁作成

はサブフォールトの位置

※ 解析に使用したプログラム
　M.Kikuchi and H.Kanamori, Note on Teleseismic Body-Wave Inversion Program
　http://www.eri.u-tokyo.ac.jp/ETAL/KIKUCHI/





気象庁・文部科学省 

関東・中部地方 

特に目立った活動はなかった。 

 

（上記期間外） 

  12 月２日に茨城県南部で M4.2（最大震度３）の地震があった。 

［上述の地震はＭ6.0 以上、陸域でＭ4.0 以上かつ最大震度３以上、海域でＭ5.0 以上かつ最大震度３以上のいずれかに該当する地震。］ 



気象庁作成 

 

震央分布図（1923 年８月以降、M≧5.0） 

12 月２日 茨城県南部の地震 

震央分布図（2002 年 10 月以降、M≧1.5） 

領域ａ 

2005 年 12 月２日 21 時 54 分に茨城県南部の深さ

50km で M4.2（最大震度３）の地震が発生した。発震

機構は北西－南東方向に圧力軸を持つ逆断層型であ

り、フィリピン海プレートと陸のプレートの境界で

発生した地震である。今回の地震の震源付近には活

発な地震活動域があり、最近では 2005 年２月 16日

に M5.3（最大震度５弱）、10 月 16 日に M5.1（最大震

度４）の地震が発生している。（  ） 

領域ｃ内のＭ－Ｔ図 

領域ｂ内のＭ－Ｔ、 

回数積算図 

（深さ 30km～70km） 

今回の地震の 
震央位置 

領域ｃ 

Ａ

Ａ

 1923 年８月以降、今回の地震の震央付近では

M6.0 以上の地震が４回観測されているが、1985

年 10 月４日の M6.0（最大震度５）の地震以降、

M6.0 以上の地震は発生していない。（  ） Ｂ

Ｂ

領域ａ内の南北断面図 

領域ｂ 

今回の地震 

領域ｂ内のＭ－Ｔ、回数積算図 
（2005 年 10 月以降、深さ 
30km～70km、M すべて） 

今回の地震 















気象庁・文部科学省 

近畿・中国・四国地方 

［上述の地震はＭ6.0 以上、陸域でＭ4.0 以上かつ最大震度３以上、海域でＭ5.0 以上かつ最大震度３以上のいずれかに該当する地震。］ 

ａ）11 月 23 日に和歌山県北部で M4.0（最大震度３）の地震があった。 

 

ａ 



気象庁作成 

 

 2005 年 11 月 1 日 12 時 47 分

に紀伊水道の深さ 45km で M4.3

（最大震度４）の地震が発生し

た。発震機構は北北西－南南東

方向に張力軸を持つ正断層型

で、フィリピン海プレート内部

の地震である。 

また、11 月 23 日 22 時 24 分

には和歌山県北部の深さ 28km

で M4.0（最大震度３）の地震が

発生した。この地震は地殻内の

浅い活動域よりもやや深いとこ

ろで発生した。（  ） 

震央分布図（1923 年８月以降、M≧4.0） 

11 月１日 紀伊水道、11 月 23 日 和歌山県北部の地震 

震央分布図（1997 年 10 月以降、M≧1.5） 

今回の地震 

領域ａ 

領域ｄ内のＭ－Ｔ、回数積算図 

今回の地震 

領域ｄ 

Ａ

Ａ

 1923 年８月以降の活動をみると、今回の地

震の震源付近では M5 クラスの地震が発生して

いるが、1970 年代以降は M5.0 未満で推移して

いる。M6.0 以上の地震は、今回の地震の東～

南東側の領域で観測されている。（  ） Ｂ

Ｂ

領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） 

領域ｂ 

領域ｂ内のＭ－Ｔ，回数積算図 

 （深さ 30km 以深のフィリピン海

プレートの地震のみ） 

Ａ 

Ｂ

今回の地震 

今回の地震 領域ｃ 

領域ｃ内の震央分布図とＭ－Ｔ、回数積算図 

今回の地震 



気象庁・文部科学省 

九州地方 

［上述の地震はＭ6.0 以上、陸域でＭ4.0 以上かつ最大震度３以上、海域でＭ5.0 以上かつ最大震度３以上のいずれかに該当する地震。］ 

ａ）11 月 22 日に種子島近海で M6.0（最大震度３）の地震があった。 

 

（上記期間外） 

  12 月４日に奄美大島近海で M6.1（最大震度３）の地震があった。 

  12 月４日に奄美大島近海で M5.3（最大震度３）の地震があった。 

ａ 



気象庁作成 

 

震央分布図（1923 年８月以降、 
深さ 100～250km、M≧4.5） 

11 月 22 日 種子島近海の地震 

震央分布図（1997 年 10 月以降、 
深さ 20～250km、M≧2.0） 

今回の地震

領域ａ 

2005 年 11 月 22 日 00 時 36 分に種子島近海

の深さ 146km で M6.0（最大震度３）の地震が

発生した。発震機構はプレートの沈み込む方向

に張力軸を持つ型であり、フィリピン海プレー

ト内部で発生した地震である。今回の地震の震

源付近は、稍深発地震の活動が非常に活発な領

域であるが、M5.0 を超える規模の地震は稀で

ある。（  ） 

領域ｃ内のＭ－Ｔ図 

領域ｃ 

Ａ

Ａ

 1923 年８月以降、付近では M6.0 以上の地

震が５回発生しており、最近では、1978 年

５月 23 日に M6.4（最大震度４）の地震が発

生している。（  ） Ｂ

Ｂ

領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影、深さ０～250km） 

領域ｂ 

今回の地震 

領域ｂ内のＭ－Ｔ、回数積算図 

発震機構分布図（T 軸表示） 
（1980 年以降、深さ 100～200km、M≧3.0） 

今回の地震

Ａ

Ｂ

（深さ 100km 以深の地震を濃い○で示した） 

今回の地震



気象庁作成 

 

今回の地震 

領域ａ 

奄美大島 

CMT 
解 

 2005 年 12 月４日 01 時 10 分に奄美大島

近海で M6.1（最大震度３）の地震が発生し

た。発震機構は北西-南東方向に圧力軸を

持つ逆断層型であった。 

地震活動は活発で、４日 24 時までに 130

回を超える地震が観測され、そのうち M5.0

以上が３回あった。５日以降、活動は収ま

りつつある。（  ） 

震央分布図（1923 年８月以降、M≧5.5） 

12 月４日 奄美大島近海の地震 

震央分布図（1997 年 10 月以降、M≧3.0） 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図 

地震活動の状況（Ｍ≧1.0） 

領域ｂ 

Ａ

Ａ

 1923 年８月以降の活動をみると、今回の地

震の震央付近では、M6.0 以上の地震がときど

き発生しており、今回の地震は 1997 年１月 18

日以来の M6.0 以上であった。 

なお、1923 年 11 月６日、7 日に M6.6 から

M6.9 の地震が観測されているが、それ以降は

M6.5 未満である。（  ） Ｂ

Ｂ

領域ａ内のＭ－Ｔ、回数積算図 

今回の地震 

12 月 4 日以降を濃い○でプロットしてある 



気象庁・文部科学省 

 

沖縄地方 

［上述の地震はＭ6.0 以上、陸域でＭ4.0 以上かつ最大震度３以上、海域でＭ5.0 以上かつ最大震度３以上のいずれかに該当する地震。］ 

特に目立った活動はなかった。 

 

 

      


